

















































































































































　　　　　　　　　 ・ 轟 2
口
年 令‾宕占＿f． 1－8　 9T 15 巨 －3o ‾f 31－45 4竺ユ細 い 1以上
総　 数
例　　 数 l32　　　　 ・占5　　　　　　 88　　　　　　 65 45　　　　　 39 4軸
％ 3o．41　　　 14．！打　　　　 2o．2ア　′　　 l4・9ア ユo・声6　　　 8・98 1oo・oO
■
表　 芸
月 中 ‘．f． 2　 云 f 4 ・ 5　 6
ア 8 9 10 円 12 掩　 琴
例　 数 39 33　 ．－49 5ロ 42 ・ 18　 22 ・2・8　 5o　 39　 3P ・ 34　 434　ヽ
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蛔虫症とそのアレルギー磯候
22例のすべてに蛔虫卵缶認め、人蛔虫抽出碩によ
る凛膚反応は、いづれも陽性な示したoまた、表中
に示したように、上記の諸法に・より、血清及び展
（NO．l，No．2．NO．3〕，陰襲水圧〔No・13，No・14）、
腹水（No・15，No・1占）、菅満液（No・17，No・18〕、
吾
，肋膜液（No・I9，No・20〕、乳汁〔No・2l，NO・22〕、
瞑液（No・4，No・5〕．鼻汁（No・4，N0・5）、唾液
（No・4，No・5〕及び旗（No・4，No・5〕に、それぞれ
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蛔虫物質から由来したアレルゲン又は沈降元な証明
したo No・4からNo・l2迄の9例は、いづれも蛔虫
に基因した揮吐罪疹な主訴とLたもので、人桐虫抽
出液の皮大住封及び吸入又は詫口授与に拠って喘息
様発作拉びに蕃麻疹な誘＝尭せLめ持たが、PIもAtTBⅣ－
fT計取去丁耶R反応により、督血清中に蛔虫アレル
ゲンに．対するレナギンの存在すること在確認した。
4，論　議　と　絶　括
．飼虫に封してアレルギー状態の蔑視するこ
、
とは－蛔如こ感染した固体に於いてrCOV甲丁叩
＆TALfA甘屈R恥，1928〕，文蛔虫を研究する闇
ノ
に自然に感作きれた人に於いて（JOⅣ朗＆
E用GSCoT勘19j5；SpR相r，1949〕．叉蛔塩物
質で茸験的に感推された動物に於いて（Du．
EEL張AIA＆GoLtIBEVA，1927；CovEⅣTRY，
ヽ
1929；M（相AES，l932），既に久しく知られて
いるoし畠ゝしながら、蛔虫感作に閲する横棒
●
患よび起因物質に就いては、充分忙開明され
ているとは言えなレ㌧
著者は、人蛔虫抽出物質のアレルゲン性及
」■J■
び抗元性に就いて富験的研究を行い．その含
水米菓劃分が蛔虫陸アレルギー■の主役を演ず
るものであろうと述べたo
蛔虫症徴慎の發畠に閲しては．官叩（昭23）
は蛔虫中毒症状となし、江口及び岩巨批昭24）
は蛔虫毒作用による神経反射症状と見撤し、
伊藤■（昭19）は－、債虫．！臨虫．蛔虫、十二指
腸虫、フィラリア、エヒ．ノコックス、アミー
バ等の寄生に際し、蕃麻疹を見ることがある
が、これは寄生虫自体由轟作用とぃうより寧
ろ隠その典の新陳代謝障碍にEtl来するものキ
憶測し、異種蛋白体に回ると思惟される蕃麻
疹の項に入れている0
著者は．本稿に於いて．蛔虫症の概念を表
明し、臨林的観察姓び忙茸験的研究の成績億
要約して述べ浩が－（l）蛔虫症が季節的に多
發する傾向があって、3、4、5月と9、I0月に
多く見ら机　これは蛔虫の感染時胡と略々一
致して忠り、しかもその發症に個人的の習慣
性が覗われたこと、（2〕蛔虫に基因すると忠・
われる發瘡忠よび喘鳴が主として小鬼に見ら
れ、・これらの症例に由いては、人蛔虫抽出液
の皮内注射、吸入及び経口授典によって．い
づれも同様の症状が誘發されたこと、（3〕揮
性嶺疹を主訴とする蛔虫症塩見に於いて、蛔
虫物質による皮膚反應が陽性なるのみならす．
アRA恥MTS－翫如Ⅳ甲反感正より、それらの血
清に蛔虫アレルゲン与圧應するレアギンの存
在することを知づたこム（ヰ）蛔虫症患者又
は蛔塊關厚感染者の血清、陰垂水腫液、乳汁、
腹水、浜液卜鼻汁、撃液、背離液、肋膜液及
び尿の中に、A即即S現象．S即ⅣARTZMAN：反
應、吉相ロLTE・DAT皿現象及び沈降反應祇嬢つ
て．■蛔虫物質から由来したアレルゲン又は抗
元を茸験的に誼明‾したことによって、所謂蛔
虫症の徴幌は、寄生件の器械的刺戟ばかりで
なく、主として、蛔虫物質によって感作され
た宿主の素巨削こ基くテレルギーの表現と考え
るものである。
終わりに臨み、長崎大学風土病研究所萱倉親好の御塙導と御校閲に深甚の謝意缶捧げ、
併せて本研究が昭和25年度文部省科学研究費交付金によって行われたことな感謝するo
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